
  

平成２０年度新規採択事業 評価調書 
（平成 19 年度 新規採択時評価実施） 

事業の概要 
事 業 名 下水汚泥集約事業 

事業区間 
鳥羽，伏見，石田各水環境保全セン

ター及びセンター間の送泥施設 
延長，幅員又は面積

送泥管 石田～鳥羽 8.8km， 

伏見～鳥羽 4.5km，他 

総事業費 Ｃ＝３９億円 完成予定年度 平成24年度 

事業概要 

(目的・内容等) 

下水処理においては，下水中の濁りや汚れの大部分は，汚泥として下水から取り除

かれる。吉祥院水環境保全センターで発生する汚泥については，既に鳥羽水環境保全

センターへ送泥を行っているが，本事業では新たに伏見及び石田水環境保全センター

から発生する汚泥も送泥し，下水汚泥の集約処理をより一層推進し効率化を図るもの

である。 

箇 所 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伏見・石田

維持管理のため 2 本設置 
ポン

プ

鳥羽
汚泥のみを集め，鳥羽センターで処理

水処理

汚泥処理 

鳥羽水環境保全センター

伏見水環境保全センター

石田水環境保全センター

吉祥院水環境保全センター(参考）

【既設】

吉祥院⇒鳥羽

2条

【新設】伏見⇒鳥羽

φ200mm，L=4,500m

2条

 石田・伏見送

泥管並行部

3条

 （整備中）

【新設】石田⇒鳥羽

φ250mm，L=8,800m

2条

汚泥集約事業　計画図
【石田・伏見⇒鳥羽へ圧送管にて集約】
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事業を巡る社会経済情勢等 

社会背景と 

今後の動向 

近年の景気動向や節水意識の向上に伴い水需要は低迷しており，流入下水量

は減少傾向が続いている。このため，今後の下水道施設整備や改築・更新につ

いては，過大とならないように適正な施設規模を考慮して行うことが求められ

る。 

また同時に，厳しい財政状況のもと，より効率的な下水道事業の運営が求め

られている。 

市民ニーズ 

石田水環境保全センターの汚泥については，現状では隣接する東部クリーン

センターで焼却を行っている。しかし，平成 24 年度末には同クリーンセンタ

ーの休止が予定されていることから，それ以降は常時トラックによって鳥羽水

環境保全センターへ運搬することが必要となる。 

本事業によって，汚泥は専用の管によって鳥羽へ輸送されることとなるた

め，現在トラック輸送を行っている伏見水環境保全センターを含め，トラック

通行に伴う排気ガス，騒音がなくなるとともに，交通渋滞が緩和され，道路沿

線の環境改善につながる。 
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上位計画から見た事業の有効性 
京都市基本計画 

大 項 目 小 項 目 
事業ごとの上位計画 具体的な効果と受益者 

■安らぎのあるくらし 

□華やぎのあるまち 

□市民との厚い信頼関係

の構築をめざして 

だれもが安心して 

くらせるまち 

 

京の水ビジョン 

京都市下水道マスタープ

ラン 

環境負荷の低減，災害対策

の強化，トラック輸送廃止

による交通量の抑制 

 

（受益者）：伏見・石田水

環境保全センター周辺の

住民，トラック輸送ルート

沿線の住民 
 

 
事業の要件 
 

環境景観への配慮事項 

 

汚泥を鳥羽水環境保全センターへ送泥する際に，汚泥の流出，悪臭の

発生によって環境に影響を及ぼさないように，万全の対策を行う。 

市民と行政の 

パートナーシップ 

当該事業を位置づけた京の水ビジョンの策定において，広く意見募集

を行い，意見を反映させ事業を進めている。 

また，工事に先立ち地元説明を実施し，地元住民への情報提供を積極

的に進め，理解を得ながら工事を実施する。 

 

事業の評価結果 
評   価 Ａ  

理   由 

・ 本事業は，京都市上下水道事業中期経営プランに位置づけられている

取組項目の一つであり，今後５年間の間に実施されるべき事業であ

る。 

・ 石田水環境保全センターの汚泥処理に支障を来たさないよう，隣接す

る東部クリーンセンターが休止される平成２４年度末までに，試運転

までを確実に完了させなければならない。 

・ 市内各水環境保全センターから発生する汚泥の処理を一元化するこ

とによって，汚泥処理の効率が大幅に向上する。 

・ 本事業で建設する施設は耐震性に優れたものとするほか，汚泥を送泥

するための管を２系統とするなど，震災，破損，及び管の閉塞等のリ

スクへの対応を考慮している。 

・ 副次的効果として，伏見及び石田水環境保全センターにおいては，汚

泥処理関連施設から発生する排水を処理する負担が軽減されるた

め，下水処理水質の向上が期待される。 

 

評価指標の算定結果 
 
 
 
 

費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ＝１．０８ 
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事業の必要性 
評価

軸 
評価項目 評価指標 

環境への負担の少な

い持続可能なまちを

つくる 

■河川の水環境を向上させる。 

■施設故障等の非常時における臭気発生のリスクが解消される。 

■汚泥トラック輸送が不要となり，排気ガス，騒音，及び振動が抑制される

ため，地域の道路環境改善に寄与する。 

■資源リサイクル及び汚泥の有効利用の推進に寄与する。 

災害に強く日々のく

らしの場を安全にす

る 

■震災時の施設機能維持及び被害軽減効果がある。 

誰
も
が
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

日常生活における身

近な安全や安心を確

保する 

■汚泥トラック輸送が不要となり、周辺の交通量が減少することに伴い安全

性が向上する。 

（本事業を行わない場合：トラック 4.6 千台/年（試算） 

➔ 本事業を行った場合：0 台）

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 

美しいまちをつくる ■汚泥処理施設の減少に伴い景観が向上する。 

活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 

産業連関都市として

独自の産業システム

をもつ（中心市街地の

活性化） 

■臭気影響の解消によって生活環境の向上が図られ，市街地の活性化に貢献

する。 

■汚泥輸送トラックが不要となり，交通量の減少に伴う渋滞緩和や安全性の

向上の結果，市街地の活性化に貢献する。 

市
民
の
く
ら
し
と
ま
ち

を
支
え
る
基
盤
づ
く
り 

個性と魅力あるまち

づくり 

■下水道事業の上位計画である下水道マスタープランが策定されており，そ

の中に当該事業が位置づけられている。 

■隣接する東部クリーンセンターの将来計画との整合を図っている。 

 

市民の知恵と創造性を生かし

た政策を形成する 

■当該事業を位置づけた京の水ビジョンの策定において広く意見募集を行

い，事業を進めている。 
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